
持続可能な⽣活路線を実現するために
〜種⼦島のヨガツーリズム〜

⿅児島⼤学 ⽔産学部 ⽔産学科 3年 笠松優⾐

⽇本エアコミューター株式会社    インターンシップ課題
      所在：⿅児島県 霧島市 溝辺麓787-4 持続可能な旅⾏プランの作成〜地域に愛される航空会社を⽬指して〜
      業種：空輸   スケジュール
      取組：航空運送事業、航空機使⽤事業 etc. 1〜4⽇⽬→航空業界について 8〜9⽇⽬→プレゼン準備

        5〜7⽇⽬→種⼦島 最終⽇ →プレゼン発表

1. インターンシップ先の紹介

a. 過疎化
⼈⼝減少

b. 発信⼒
        ヨガの聖地を普及する
c.  アクセス
         船での移動が⼀般的

a. 種⼦島
⑴活気溢れる島になる
⑵ヨガの聖地として
 有名になる

b. JAC
⑴経営を維持しつつ、

     さらなる利益を確保する

2-1.課題解決活動
a.  インタビュー調査
        ⑴  JACの社員から、航空業界の仕組みや

      JACの経営、取組について
         ⑵  ⻄之表市役所の職員から種⼦島の

     現状や課題、魅⼒について

b. フィールドワーク
        ⑴ 地元の⼈との交流
⑵ ヨガを実際に体験

c. SWOT分析の活⽤
        Strength, Weakness, Opportunity, Threat
⑴ 種⼦島・航空業界の分析

3. 課題解決案
a. SNSを通した種⼦島の魅⼒発信

⑴有名なアーティスト×種⼦島のコラボ
 ⑵ヨガ×インスタ映え

b. ヨガを取り⼊れた旅⾏プラン
⑴県外に住むヨガが好きな⼈を種⼦島に呼び込む

c. メリット

JAC      観光客         種⼦島
KOJ⇔TNEの乗客が ヨガを通した   観光客の増加
増える ⼈とのつながり
売り上げUP！

4. 課題から将来像へ
・ヨガ⽬的で種⼦島に来る⼈が増加
・⾶⾏機の利⽤者が増加

・観光客が種⼦島の飲⾷店や宿泊施設を利⽤
・ヨガが種⼦島の魅⼒を知るきっかけになる

航空会社の売り上げUP!

種⼦島の地域活性化！

『インターンシップ振り返り』
○ 種⼦島の魅⼒をたくさん取り⼊れた
旅⾏プランを作成できた
○ みんなで協⼒して、より良いものを
作ることができた
× 航空会社と旅⾏プランとの関連付け
が薄かった
× ⼤学⽣らしい斬新なアイディアがあ
ると良かった

『インターンシップの学び』
・⼈とのつながり
良好な⼈間関係の構築
・⾔語化の難しさ
⾃分の考えていることを相

⼿に伝えることは難しい
・持続可能とは、、
⽇本にはSGDsに⼒を⼊れてい

る企業がたくさんある

⽇本エアコミューター
株式会社の皆様

受け⼊れとたくさんの
ご協⼒、本当にありが
とうございました。

2-2. 課題発⾒ 2−3. ⽬指す将来像


